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私のこと： 高校生のときに PSWを志して大学入学したものの、あまりにもおもしろい大学生活を満喫し、4年生

になったときに、このまま｢精神障害者の前に出ることはできない！｣と気づき（社会福祉士試験も、申し込み

締め切り期日を知らずに受験できませんでした）、大学院に進学しました。修了後、精神科病院の PSWになり、

地域生活支援センターを立ち上げて施設長をつとめ、啓発のための市民グループも立ち上げました。この 10年

の PSW経験の中で、私は PSWを｢世界で一番おもしろい仕事｣だと思ってきました。 

社会福祉の現場は、どこも大変です。「change agent」であるソーシャルワーカーも、この現実を変えていく

役割を担う一員だと思っています。それなのに、「ソーシャルワーカーは役に立たない」といった批判もたくさ

ん聞こえてきます。ソーシャルワーカーの専門性の向上、スキルアップは、喫緊の課題だと感じています。そ

こで今、スーパービジョンを学びつつ、ソーシャルワーカーはいかにしてソーシャルワーカーになるのか、価

値成長に焦点を絞って研究しています。 

ゼミの目的   ① 自分を知り、「なりたい自分」になるために、ゼミメンバーと共に成長します。 

② 精神科病院のイベントに参画し、患者さんへのアプローチを実践します。 
③ 卒論作成を通して、自分の疑問を言葉にし、探求し、答えを見つけるプロセスを身に付けます。 

授業内容： 
  ゼミ活動の内容・方法は、皆で相談して決めていきたいと思います。「ビブリオバトル」、「ディベート」、「当

事者研究」、「面接技法の練習」、「CM作成」、「バンジージャンプ」等々、皆で決めて実施しました。 
・読むこと、書くこと、発表することを身に着けます。 
・夏休みには、卒業研究につながるレビュー論文を作成します。 
・南知多病院の入院患者さんを対象にしたイベントに企画段階から参画します。歴代ゼミ生は、

クリスマス会で、社会的入院患者さんの退院に対するモチベーションを上げるきっかけになるよ

うなお芝居やクイズ大会を企画・運営しています。 
・学生が企画運営をして、ゼミ合宿へ行きます。 
・夏休みまでに卒業論文を提出します。 
・後期は国家試験対策を全員で行います。 

 卒業後も、「歴代大谷ゼミ同窓会」が毎年 3 月に開催されます。PSW だけでなく、バイク屋さんや保険の営業

まで、多彩なメンバーが揃います。 
担当教員からのメッセージ 

 
写真等 

（別途データを提

供願います。） 

 

 
 お互いに相手を大切にするゼミを目指しましょう。ゼミの全てのメンバーにとって安心で

きる場所にするため、安心を提供する責任をお互いに担っていきたいと思います。 
 一人ひとりが個性を発揮し、それぞれのタレントを生かしているようなゼミにしたいと思
います。そんなゼミ創りに貢献していただける人を希望します。PSW に限りませんが、ソ
ーシャルワーカー志望者がなじみやすいと思います。 
 エントリーシートには、①ソーシャルワークに関心をもった理由、②現段階での希望進路
とその理由、③｢がんばったなぁ、自分｣と思える経験とそこから学んだこと、④あなたご自
身のセールスポイントを記載してください。 
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